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㈱山陰合同銀行(8381) 平成３０年３月期 第２四半期決算短信  

 

１．当中間決算に関する定性的情報 
(1)連結経営成績に関する定性的情報 

連結ベースの損益状況については、貸出金利回りが一段と低下する中で、積極的なリスクテイクに

よる貸出金の増加や、外国証券や投資信託などへの機動的な投資といった収益増強策を講じましたが、

資金利益は前年同期比８億 29 百万円減少しました。 

また、役務取引等利益は事業支援手数料などの増加により、前年同期比１億 42 百万円増加しまし

た。このほか、与信費用の減少や株式等関係損益の増加といった利益増加要因があった一方で、営業

経費の増加や米国債の入れ替えによる債券売却損の増加などの利益減少要因がありました。 

以上により、経常利益は前年同期比８億 49百万円減少の 105 億 31百万円となりました。また、固

定資産の減損損失が減少したほか、証券子会社の黒字化や連結子会社の出資比率を高めたことなどか

ら、親会社株主に帰属する中間純利益は前年同期比 15 百万円増加の 73億 33百万円となりました。 

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

連結ベースの預金は、個人預金および法人預金のほか、公金預金が増加する一方で、金融機関預金

が減少した結果、前期末残高に比べ 727 億円減少し、中間期末残高は３兆 8,648 億円となりました。 

連結ベースの貸出金は、山陰両県を中心に住宅ローンなどの個人向け貸出が増加したほか、兵庫・

大阪地区などで法人向け貸出が増加したことなどから、前期末残高に比べ 799億円増加し、中間期末

残高は２兆 8,781億円となりました。 

連結ベースの有価証券は、日本国債への再投資が難しい中で、外国証券や投資信託等への投資を機

動的に行った結果、前期末残高に比べ 588億円減少し、中間期末残高は１兆 8,618億円となりました。 

 

(3)連結業績予想に関する定性的情報 

国内経済情勢は、アジアや米国向けを主体に輸出が増勢を維持する中で、堅調な設備投資などを下

支えに生産活動は増加傾向で推移し、企業の景況感も大企業を中心に改善しました。また、高水準の

住宅投資や公共投資の押し上げ効果に加えて、個人消費も雇用・所得環境の改善や耐久消費財の買い

替え需要などを背景に、持ち直しの動きが徐々に広がりました。 

当行グループの主たる営業地盤である山陰地方の経済は、公共投資は弱含んだものの、電子部品や

機械部品などをけん引役に生産活動が高めの水準で推移し、設備投資も製造業を中心に緩やかに増加

しました。また、雇用環境の改善などにより個人消費や住宅投資で前向きの変化が見られるなど、総

じて緩やかな持ち直しの基調で推移しました。 

こうした状況の中、当行の収益環境については、日本銀行のマイナス金利政策のもと、貸出金利回

りが一段と低下するなど、厳しい状況が続くものと予想されますが、中期経営計画で掲げた各施策を

着実に実行してまいります。 

平成 29年度通期の連結ベースの損益は、経常利益 197 億円程度（前期比８億円減少）、親会社株主

に帰属する当期純利益 136億円程度（前期比２億円増加）を予想しております。また、単体ベースで

は経常利益 191 億円程度（前期比３億円減少）、当期純利益 133 億円程度（前期並み）を予想してお

ります。 
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 (4)継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 
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３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 551,352 526,257

コールローン 36,142 4,488

買入金銭債権 8,754 8,657

商品有価証券 224 306

金銭の信託 3,996 4,005

有価証券 1,922,061 1,863,275

貸出金 2,822,492 2,903,883

外国為替 4,317 4,354

その他資産 23,123 44,572

その他の資産 23,123 44,572

有形固定資産 34,445 34,295

無形固定資産 1,805 1,656

前払年金費用 4,288 4,247

支払承諾見返 16,456 16,107

貸倒引当金 △37,621 △36,781

投資損失引当金 △91 △85

資産の部合計 5,391,748 5,379,241

負債の部

預金 3,949,161 3,878,168

譲渡性預金 7,200 12,260

コールマネー 29,730 10,878

売現先勘定 34,330 36,246

債券貸借取引受入担保金 410,793 585,938

借用金 496,472 438,087

外国為替 17 28

その他負債 81,975 24,625

未払法人税等 1,738 2,809

リース債務 265 256

資産除去債務 421 422

その他の負債 79,549 21,137

賞与引当金 970 954

退職給付引当金 9,185 9,077

株式給付引当金 99 141

睡眠預金払戻損失引当金 371 317

その他の偶発損失引当金 840 789

繰延税金負債 7,536 9,336

再評価に係る繰延税金負債 2,363 2,361

支払承諾 16,456 16,107

負債の部合計 5,047,505 5,025,319
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 15,516 15,516

資本準備金 15,516 15,516

利益剰余金 250,615 256,155

利益準備金 17,584 17,584

その他利益剰余金 233,030 238,570

固定資産圧縮積立金 178 176

別段積立金 211,829 216,829

繰越利益剰余金 21,022 21,564

自己株式 △851 △697

株主資本合計 285,985 291,679

その他有価証券評価差額金 54,778 58,959

繰延ヘッジ損益 36 △32

土地再評価差額金 2,970 2,965

評価・換算差額等合計 57,786 61,892

新株予約権 470 349

純資産の部合計 344,242 353,922

負債及び純資産の部合計 5,391,748 5,379,241
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

経常収益 37,029 39,509

資金運用収益 31,312 31,432

（うち貸出金利息） 16,398 16,236

（うち有価証券利息配当金） 13,209 13,537

役務取引等収益 4,936 5,351

その他業務収益 84 646

その他経常収益 696 2,078

経常費用 26,339 29,299

資金調達費用 4,070 4,721

（うち預金利息） 2,465 2,312

役務取引等費用 2,328 2,361

その他業務費用 61 2,028

営業経費 19,579 19,571

その他経常費用 299 616

経常利益 10,689 10,209

特別利益 0 0

特別損失 175 73

税引前中間純利益 10,515 10,136

法人税、住民税及び事業税 3,287 2,929

法人税等調整額 △207 12

法人税等合計 3,080 2,941

中間純利益 7,435 7,194
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

当期首残高 20,705 15,516 ― 15,516

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当

中間純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

土地再評価差額金の

取崩

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ―

当中間期末残高 20,705 15,516 ― 15,516

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別段積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 17,584 183 206,829 16,854 241,452 △629 277,045

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△2 2 ―

別段積立金の積立 5,000 △5,000 ―

剰余金の配当 △1,665 △1,665 △1,665

中間純利益 7,435 7,435 7,435

自己株式の取得 △1,607 △1,607

自己株式の処分 △38 △38 125 86

土地再評価差額金の

取崩
22 22 22

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △2 5,000 756 5,754 △1,481 4,272

当中間期末残高 17,584 181 211,829 17,611 247,207 △2,111 281,317
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　(単位：百万円）

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価

差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 74,993 △43 3,001 77,951 521 355,518

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当 △1,665

中間純利益 7,435

自己株式の取得 △1,607

自己株式の処分 86

土地再評価差額金の

取崩
22

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△3,576 46 △22 △3,553 △51 △3,604

当中間期変動額合計 △3,576 46 △22 △3,553 △51 667

当中間期末残高 71,417 2 2,978 74,398 470 356,186
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当中間会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

当期首残高 20,705 15,516 ― 15,516

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当

中間純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

土地再評価差額金の

取崩

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ―

当中間期末残高 20,705 15,516 ― 15,516

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別段積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 17,584 178 211,829 21,022 250,615 △851 285,985

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△2 2 ―

別段積立金の積立 5,000 △5,000 ―

剰余金の配当 △1,642 △1,642 △1,642

中間純利益 7,194 7,194 7,194

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △16 △16 155 139

土地再評価差額金の

取崩
4 4 4

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △2 5,000 542 5,539 154 5,694

当中間期末残高 17,584 176 216,829 21,564 256,155 △697 291,679
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　(単位：百万円）

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価

差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 54,778 36 2,970 57,786 470 344,242

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当 △1,642

中間純利益 7,194

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 139

土地再評価差額金の

取崩
4

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

4,180 △69 △4 4,106 △120 3,985

当中間期変動額合計 4,180 △69 △4 4,106 △120 9,679

当中間期末残高 58,959 △32 2,965 61,892 349 353,922
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